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令和３年５月 全国百貨店売上高概況 
令和３年６月２２日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ２，４６５億円余 

２．前年同月比（増減率）６５.２％（店舗数調整後／３か月連続プラス） 

３．調査対象百貨店   ７３社 １９１店 （令和３年４月対比－１店） 

４．総店舗面積     ４,９４６,０８３㎡ （前年同月比：－５.４％） 

５．総従業員数     ５８,１０９人 （前年同月比：－５.８％） 

６．３か月移動平均値  10-12 月 －１０.８％、11-1 月 －１８.６％、12-2 月 －１８.０％、 

（店舗数調整後） 1-3 月 －８.９％、2-4 月 ２８.６％、3-5 月 ６１.２％ 

 

  ［参考］令和２年５月の売上高増減率は－６５.６％（店舗数調整後） 

【特 徴】 
５月の売上高は、前年の緊急事態宣言で全国の会員店が営業自粛を余儀なくされた反動に

より、６５.２％増（３か月連続）と前年実績を上回った。しかし、新型コロナウイルス感染急拡

大で発出された、３度目の緊急事態宣言下での休業要請や、外出自粛による集客減の影響か

ら、前々年比では４３.１％減と、前月（対前々年比２７.７％減）よりマイナス幅は１５.４ポイント

拡がり、一段と水準を下げた。 

顧客別では、国内市場は６４.４％増（３か月連続／シェア９９.０％／前々年比３９.５％減）、インバウンド

は２２３.８％増（３か月連続／シェア１.０％）だが、前々年比では９１.９％減。コロナ以前の水準に

は遠く及ばず、厳しい状況に変化は見られない。 

地区別では、地方が６３.０％増（１０都市以外の地区／３か月連続／前々年比２９.０％減）、大都市が６６.

３％増（１０都市／３か月連続／前々年比４８.５％減）となった。感染拡大の影響が最も深刻だった大阪は

１３.７％減と全地区で唯一マイナスし、前々年比も７２.４％減と大きく落とした。 

商品別では、ラグジュアリーブランドや高級時計、美術・宝飾・貴金属など高額品の他、

巣ごもり需要から、精肉、鮮魚、菓子、総菜、酒類など食料品や、キッチン雑貨、リビング

アイテムや寝具が動きを見せた。 

また、外商売上が健闘した他、ＥＣ売上は引き続き高伸した。各社が企画するＷＥＢ接客

やオンラインイベント、ＯＭＯ施策等、デジタルを積極活用した取り組みは好評で、中元商

戦をはじめ、デパ地下グルメ、コスメ、ランドセル、母の日ギフトなどが好調だった。 

加盟各店では、より一層、感染予防対策の徹底等、安全・安心の確保に努めるとともに、

新たな生活様式に対応すべく、様々な営業施策を進めている。 

【要 因】 
    (1) 天 候 ： 気象庁発表「５月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 
    ◇中旬を中心に本州付近に停滞した活発な梅雨前線の影響などで、東・西日本では曇りや雨の日が多く、降水量は西日

本でかなり多く、日照時間は北・東日本日本海側でかなり少なかった。 

(2) 営業日数増減     ３０.３日（前年同月比 ＋４.３日） 

(3) 土･日･祝日の合計    １３日（  〃    ±０日） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１０５店舗） 

     ①増加した：７５店、②変化なし：８店、③減少した：２２店 

  (5) ５月歳時記（GW、母の日）の売上（同上／有効回答数７２店舗） 

     ①増加した：１８店、②変化なし：２１店、③減少した：３３店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 246 ,541 ,608 100 .0 65 .2 (　62 .7 )

10都市 161 ,926 ,350 65 .7 66 .3 (　65 .4 )

札幌 5,984,290 2.4 196.8

仙台 4,569,595 1.9 53.7

東京 61,839,164 25.1 77.7

横浜 22,957,728 9.3 141.3

名古屋 18,978,860 7.7 92.9

京都 8,609,101 3.5 63.1

大阪 18,350,619 7.4 -13.7

神戸 5,145,320 2.1 65.6 (　41.9)

広島 5,476,282 2.2 64.5

福岡 10,015,391 4.1 90.6

10都市以外の地区 84 ,615 ,258 34 .3 63 .0 (　57 .7 )

北海道 657,295 0.3 64.2

東北 4,141,397 1.7 34.3 (　28.3)

関東 40,061,948 16.2 111.7 (　106.0)

中部 6,374,326 2.6 76.0 (　65.3)

近畿 9,849,784 4.0 9.4 (　5.1)

中国 6,325,864 2.6 29.9

四国 3,992,336 1.6 73.7 (　45.0)

九州 13,212,308 5.4 35.9

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 246 ,541 ,608 100 .0 65 .2 (　62 .7 )

紳士服・洋品 11,692,335 4.7 59.9 (　57.4)

婦人服・洋品 38,026,575 15.4 101.9 (　98.2)

子供服・洋品 6,057,347 2.5 19.0 (　16.8)

その他衣料品 4,490,068 1.8 56.0 (　53.5)

衣　　料　　品 60 ,266 ,325 24 .4 76 .7 (　73 .6 )

身のまわり品 30 ,710 ,324 12 .5 100 .5 (　98 .6 )

化粧品 22,198,471 9.0 77.9 (　75.6)

美術・宝飾・貴金属 19,067,449 7.7 222.6 (　220.4)

その他雑貨 8,153,578 3.3 42.4 (　39.7)

雑　　　　　　貨 49 ,419 ,498 20 .0 104 .9 (　102 .3 )

家　　具 2,700,297 1.1 17.3 (　16.2)

家　　電 1,142,854 0.5 21.4 (　21.2)

その他家庭用品 7,005,628 2.8 46.9 (　45.3)

家　庭　　用　品 10 ,848 ,779 4 .4 35 .4 (　34 .1 )

生　鮮　食　品 17,247,626 7.0 11.3 (　9.3)

　菓　　子　 19,737,678 8.0 69.5 (　65.4)

　惣　　菜　 20,339,257 8.2 46.1 (　44.3)

その他食料品 23,953,773 9.7 45.4 (　42.8)

食　　　料　　　品 81 ,278 ,334 33 .0 41 .3 (　38 .7 )

食　堂　　喫　茶 4 ,113 ,210 1 .7 158 .2 (　153 .8 )

サ　ー　　ビ　ス 3 ,064 ,037 1 .2 97 .1 (　93 .4 )

そ　　の　　他 6 ,841 ,101 2 .8 -2 .8 ( -3 .0 )

商　　　品　　　券 4 ,896 ,528 2 .0 21 .4 (　20 .3 )

全国百貨店　売上高速報 2021年5月
第１表　　地区別売上高

※店舗数調整後　（　）が調整前

対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

第２表　　商品別売上高

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。  
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向      ６６.３％（店舗数調整後／３か月連続プラス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向 ６３.０％（店舗数調整後／３か月連続プラス） 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

１０都市 ６６.３ ４３.３ ３か月連続プラス 

札 幌 １９６.８ ２.７ ３か月連続プラス                                                                         

仙 台 ５３.７ １.１ ３か月連続プラス 

東 京 ７７.７ １８.１ ３か月連続プラス 

横 浜 １４１.３ ９.０ ３か月連続プラス 

名古屋 ９２.９ ６.１ ３か月連続プラス 

京 都 ６３.１ ２.２ ３か月連続プラス 

大 阪 －１３.７ －２.０ ３か月ぶりマイナス 

神 戸 ６５.６ １.４ ３か月連続プラス 

広 島 ６４.５ １.４ ３か月連続プラス 

福 岡 ９０.６ ３.２ ３か月連続プラス 

10 都市以外の地区 ６３.０ ２１.９ ３か月連続プラス 

北海道 ６４.２ ０.２ ３か月連続プラス＊ 

東 北 ３４.３ ０.７ ３か月連続プラス＊ 

関 東 １１１.７ １４.２ ３か月連続プラス 

中 部 ７６.０ １.８ ３か月連続プラス 

近 畿 ９.４ ０.６ ３か月連続プラス 

中 国 ２９.９ １.０ ３か月連続プラス＊ 

四 国 ７３.７ １.１ ３か月連続プラス 

九 州 ３５.９ ２.３ ３か月連続プラス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

主要５品目は衣料品、身のまわり品、雑貨、食料品が３か月連続、家庭用品が４か月 

連続とすべての品目がプラスとなった。その他の品目は、家電が６か月連続、美術・ 

宝飾・貴金属、その他家庭用品が４か月連続プラスとなった。 

   

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 
売上前年比 

（増減率） 
寄与度 トレンド 

総額 ６５.２ ― ３か月連続プラス 

紳士服・洋品 ５９.９ ２.９ ３か月連続プラス 

婦人服・洋品 １０１.９ １２.９ ３か月連続プラス 

子供服・洋品 １９.０    ０.６ ３か月連続プラス 

その他衣料品 ５６.０ １.１ ３か月連続プラス 

衣料品 ７６.７ １７.５ ３か月連続プラス 

身のまわり品 １００.５ １０.３ ３か月連続プラス 

化粧品 ７７.９ ６.５ ３か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 ２２２.６ ８.８ ４か月連続プラス＊ 

その他雑貨 ４２.４ １.６ ３か月連続プラス＊ 

雑貨 １０４.９ １７.０ ３か月連続プラス 

家具 １７.３ ０.３ ３か月連続プラス 

家電 ２１.４ ０.１ ６か月連続プラス 

その他家庭用品 ４６.９ １.５ ４か月連続プラス 

家庭用品 ３５.４ １.９ ４か月連続プラス 

生鮮食品 １１.３ １.２ ３か月連続プラス＊ 

菓子 ６９.５ ５.４ ３か月連続プラス＊ 

惣菜 ４６.１ ４.３ ３か月連続プラス＊ 

その他食料品 ４５.４    ５.０ ３か月連続プラス＊ 

食料品 ４１.３ １５.９ ３か月連続プラス 

食堂喫茶 １５８.２ １.７ ３か月連続プラス 

サービス ９７.１ １.０ ３か月連続プラス 

その他 －２.８ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

商品券 ２１.４ ０.６ ３か月連続プラス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  橘 ・ 長 柴  まで 

TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

 

 

 

http://www.depart.or.jp/

